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使用ください。この製品を適切かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

整備について、また純正部品についてなど、分からないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサービスにお
たずねください。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせください。

弊社のウェブサイトwww.Toro.comで、製品の安全な取扱いや運転に関する講習資料、アクセサリ情報の閲覧、
代理店についての情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行っていただくことができます。

はははじじじめめめににに
エクセラレート付きマルチプロ 5800-D および 5800-G
ターフスプレーヤ用ソフトウェアガイドで、スプレーヤ
の情報の利用方法とシステムの使用方法を解説して
います。
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組組組みみみ立立立ててて

散散散布布布ををを開開開始始始すすするるる前前前ににに

アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンレレレーーートトトモモモーーードドドででで散散散水水水すすす
るるるととときききのののマママシシシンンンののの準準準備備備
1. 液剤タンクに液剤を作り、真水タンクに真水を
入れるオペレーターズマニュアルのそれぞれの
項目を参照。

2. 散布システムのキャリブレーションを行う スプ
レーヤのキャリブレーション設定の補正 (ページ
14)を参照。

3. 投下水量必要に応じて複数と散布用のアクティ
ブな投下水量を設定する レート 1 と レート 2 を
設定する (ページ 5) と アクティブレートの設定
(ページ 4)を参照.。

4. 必要に応じ、以下のオプションの設定を行う

• 増減パーセントを設定する 増加パーセントの
設定 (ページ 5)を参照。

• タンク残量表示LOW LIMIT INDICATORを使用す
る場合は、タンク内の薬液の量を入力する タ
ンク液量の設定方法 (ページ 6)を参照。

• タンク残量表示と警告する残量をセットす
る残量リミット表示の設定方法 (ページ 6)と残
量リミット液量の設定方法 (ページ 7)を参照。

• 投下水量レートの事前設定を行う 攪拌の事
前設定 (投下水量モードのみ) (ページ 7)を
参照。
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手手手動動動モモモーーードドドでででののの散散散布布布ののの準準準備備備
1. 液剤タンクに液剤を作り、真水タンクに真水を
入れるオペレーターズマニュアルのそれぞれの
項目を参照。

2. 必要に応じ、以下のオプションの設定を行う

• オプションタンク残量表示 LOW LIMIT
INDICATORを使用する場合は、タンク内の薬液
の量を入力する タンク液量の設定方法 (ペー
ジ 6)を参照。

• オプション タンク残量表示と警告する残量を
セットする 残量リミット表示の設定方法 (ペー
ジ 6)と残量リミット液量の設定方法 (ページ 7)
を参照。

製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののホホホーーームムム画画画面面面

車両を起動すると、ホーム画面が表示され、アイコン
による表示が行われます駐車ブレーキが作動中、各
ブームがON、着席していない、など。

注注注 以下の図は表示例です説明のために、車両の使
用中に画面に表示される可可可能能能性性性のののあああるるるアイコンすべて
を描いてあります。

各アイコンの意味については、以下の表をご覧くだ
さい図 1。

g191986

図図図 1

1. マスターブームスイッチ表
示ON

5. タンク残量表示図は米国ガ
ロン

9. 実際の投下水量/増加レー
ト表示ON

13. 実際の投下水量図はガロン
毎エーカー

2. 右側ブームスイッチ表示ON 6. すすぎシステム表示ONオプ
ションのキット

10. オペレータ未着席 14. 中央ブーム表示ON

3. 目標投下水量図はガロン毎
エーカー

7. 攪拌表示ON 11. 駐車ブレーキインジケータ 15. 左ブーム表示OFF

4. システム圧表示図は psi 8. 散布ポンプ表示ON 12. 車両走行速度図はマイル
毎時

2
 



マママスススタタターーーブブブーーームムム表表表示示示

マスターブームスイッチがONの時に表示されます図 1。

個個個別別別ブブブーーームムム表表表示示示

それぞれのブームスイッチがONの時に表示されます
図 1。

実実実際際際ののの投投投下下下水水水量量量

実際の投下水量とは、現在進行中の散布の実際の投
下水量です図 1。

目目目標標標投投投下下下水水水量量量投投投下下下水水水量量量モモモーーードドドでででののの散散散布布布時時時のののみみみ

目標投下水量は、ユーザーが設定した希望投下水量
です図 1。
注注注投下水量モードでは、ユーザーが設定した希望投
下水量になるようにシステムが作動します。

走走走行行行速速速度度度表表表示示示

車両の現在の走行速度が表示されます図 1。

シシシススステテテムムム圧圧圧表表表示示示

個別ブームが作動ONになっている時、システム内の
水圧が表示されます。ブームがOFFの時には、攪拌
用の事前設定水圧が表示されます図 1。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ表表表示示示

駐車ブレーキが掛かっているときにホーム画面に表示
されます図 1。

オオオペペペレレレーーータタタ着着着席席席表表表示示示

オペレータが着席していないときにはホーム画面にこ
れが表示されます図 1。

実実実投投投下下下水水水量量量/増増増加加加レレレーーートトト表表表示示示投投投下下下水水水量量量モモモーーードドドのののみみみ

実投下水量表示には、事前設定した投下水量のうち
現在使用中の設定が表示されます図 1。増加レート
表示は、たとえば除草剤を散布している最中に雑草
のひどい部分に対して除草剤の散布量を増やすため
に、投下水量の増量ボタン1 と 5 を同時に長押しした
時に表示されます。

散散散布布布ポポポンンンプププ表表表示示示

散布用のポンプが作動中に表示されます図 1。

すすすすすすぎぎぎ表表表示示示

オオオプププシシショョョンンンのののキキキッッットトト

すすぎが行われているときに表示されます図 1。

攪攪攪拌拌拌表表表示示示

攪拌バルブが開いている状態のときに表示されます
図 1。

運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに

メメメイイインンンメメメニニニュュューーー画画画面面面へへへのののアアアクククセセセ
ススス
ホーム画面から、インフォセンターのボタン5一番右を
長押ししてメインメニュー画面にアクセスする図 2。

g193013

図図図 2

1. ボタン5

メインメニュー画面からは、レート設定Set Rates画
面、設定Settings画面、補正Calibration画面、整備
Service画面、診断Diagnostics画面、および基本情
報About画面を選択できます図 3。
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g193014

図図図 3

1. 上矢印 6. ボタン4
2. ボタン1 7. 選択矢印
3. 下矢印 8. ボタン5
4. ボタン2 9. Exit終了
5. ボタン3

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののメメメイイインンンメメメ
ニニニュュューーーとととサササブブブメメメニニニュュューーー

レレレーーートトト投投投下下下水水水量量量設設設定定定画画画面面面 (投投投下下下水水水量量量
モモモーーードドドのののみみみ)
1. メインメニュー画面でボタン2を何度か押してSET

RATES へ移動します図 4。

g191808

図図図 4

2. ボタン 4 を押してSET RATESレート設定サブメ
ニューを選択する図 4。

この画面では実際の投下水量アクティブレート、レー
ト 1、レート 2、増減パーセントが表示され、これら
の設定ができます。

アアアクククテテティィィブブブレレレーーートトトののの設設設定定定

事前に投下水量を設定するレート 1 とレート 2には、ア
クティブレート画面を使う。

1. ボタン 1 と 2 でアクティブレート間の移動図 5。

g191729

図図図 5

2. ボタン 4はアクティブレートの入力図 5。
3. ボタン 3 と 4は、プログラムされたアクティブレー

トをRATE 1 または RATE 2 にセット図 5。
4. ボタン 5 は、設定を保存してレート画面を終了

し、メイン画面に戻る。

注注注散布中に、ホーム画面からレート 1 とレート 2 を簡
単に切り替えることができます。ホーム画面でボタン1
と2を同時に長押しするとレート1が選択され、ボタン4と
5を同時に長押しするとレート2が選択される。
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レレレーーートトト 1 ととと レレレーーートトト 2 ををを設設設定定定すすするるる
1. ボタン 1 と 2でRATE 1または RATE 2へ移動図 6。

g191782

図図図 6

2. ボタン 4 はレートの選択図 6。
3. ボタン 3 と 4 で、レートの増減を行う図 7。

注注注 ボタン 3 と 4は、長押しすると表示が速く変
わります。

g191794

図図図 7

4. ボタン 5 を押すと設定を保存してレート画面を終
了し、レート設定画面に戻る。

増増増加加加パパパーーーセセセンンントトトののの設設設定定定

増加 % とは、散布中に実際の水量を増やすときの上
げ幅のことです。たとえば、雑草がひどく茂っている
場所に除草剤を多めに撒きたい場合などに使用する
ものです。

注注注散布中、ホーム画面で、ボタン 1 と 5 を同時に長
押しするとそのレートを増加できます。

増減はボタン1と5を長押ししている間だけ表示が行
われ、ボタンから手を離すと設定レートの表示に戻
ります。

1. ボタン 1 と 2 で増加パーセント間の移動図 8。

g191781

図図図 8

2. ボタン 4は増加パーセントの選択図 9。

注注注 増加率は、5%, 10%,15%, 20%, 25% から
選択可能。

g191807

図図図 9

3. ボタン 3 と 4 で、増加率の設定を行う図 9。

注注注例増加 %=25% なら、増加中は、投下水量
がアクティブ設定の 125% になります。

4. ボタン 5 を押すと設定増加 %を保存して増加設
定画面を終了し、レート設定画面に戻る。
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Settings設設設定定定
1. 設定画面へ行くには、メインメニューででボタン2

を何度か押して設定Settingsへ移動します図 10。

g192022

図図図 10

2. ボタン 4 を押してSETTINGS設定サブメニューを
選択する図 10。

注注注 この画面では、タンク、表示、ブーム長さ、
デフォルトにリセット、およびジオリンクの設定
ができます。

タタタンンンククク設設設定定定Tank Settings
1. ボタン 1 と 2 でタンクオプション間の移動図 11。

g191832

図図図 11

2. ボタン 4 を押してタンクのサブメニューを選択す
る図 11。

この画面では、タンク液量、残量リミット、警告時残
量、攪拌事前設定ができます。

タタタンンンククク液液液量量量ののの設設設定定定方方方法法法

1. ボタン 1 と 2 でタンク液量オプション間の移動
図 12。

g191833

図図図 12

2. ボタン 3 と 4 で数値を増減してタンク内の薬剤
量数値を設定図 12。

3. ボタン5を押すと設定を保存してタンク画面を終了
し、設定画面に戻る。

残残残量量量リリリミミミッッットトト表表表示示示ののの設設設定定定方方方法法法

1. ボタン 1 と 2 で残量リミットオプション間の移動
図 13。

g191831

図図図 13

2. ボタン 4 でタンク残量警告の ON と OFF を設
定図 13。

3. ボタン5を押すと設定を保存してタンク画面を終了
し、設定画面に戻る。
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残残残量量量リリリミミミッッットトト液液液量量量ののの設設設定定定方方方法法法

1. ボタン 1 と 2 で残量リミット液量オプション間の
移動図 14。

g191829

図図図 14

2. ボタン 4は残量リミット量の入力図 14。
3. ボタン 3 と 4 で数値を増減して、インフォセンター

に残量警告が表示される時の残量を設定図 14。
4. ボタン5を押すと設定を保存してタンク画面を終了

し、設定画面に戻る。

攪攪攪拌拌拌ののの事事事前前前設設設定定定 (投投投下下下水水水量量量モモモーーードドドのののみみみ)
注注注投下水量モードで全部のブームがOFFになった時
は、スプレーヤのポンプの速度は、事前設定された攪
拌設定を使用して制御されます。スプレーヤのポンプ
のパーセンテージは事前設定された設定でコントロール
される。デフォルトの事前設定値は 40%
1. 散布時の目標水圧を決める例えば 2.76 bar

40 psi。ダッシュボード上の水圧計に表示されて
いる水圧の値を記録する。

散布水圧

2. 以下の式を使って、設定用の攪拌水圧を計算する

散布水圧 x 1.5 - 2.0 = 攪拌設定水圧

例目標散布水圧 2.76 bar 40 psi x 1.5 = 攪拌設
定水圧 4.1bar 60 psi
例目標散布水圧 2.76 bar 40 psi x 2.0 =攪拌設定水圧 5.5 bar
80 psi

計算結果をここに記録

3. ブームマスタースイッチを OFF にし、エンジン
のスロットルを散布時に使用する速度に設定し
て、ステップ1で算出した攪拌設定水圧、すな
わち目標散布水圧の 1.5 - 2.0 倍の水圧になる
ように調整する。

例えば、2.76 bar (40 psi) で散布をする予定な
ら、攪拌用の設定水圧が 4.1 - 5.5 bar (60 - 80
psi) になるように設定する。

注注注 この攪拌状態でタンク内の液剤が泡立ちすぎ
る場合には、泡立ち具合を観察しながら攪拌設
定水圧を適当に下げてください。

4. ボタン 1 と 2 で攪拌オプション間の移動図 15。

g191830

図図図 15

5. ボタン 4 は攪拌の入力図 15。
6. ダッシュボード上の水圧計で散布水圧を見なが

ら、ボタン 3 と 4 を使用して攪拌水圧を、ステッ
プ 2 で計算した攪拌水圧に調整する図 15。

注注注 ただし、システム水圧5.86 bar (85 psi を超え
ないでください。

注注注 タンク内の薬剤が泡立たなければ、攪拌水
圧を上げてもかまいません。攪拌するとタンク内
の薬剤が泡立つようであれば、攪拌水圧を下げ
てかまいません。

7. ボタン5を押すと設定を保存してタンク画面を終了
し、設定画面に戻る。
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表表表示示示設設設定定定Display Settings
1. ボタン 1 と 2 で表示オプション間の移動図 16。

g191894

図図図 16

2. ボタン 4 を押して表示のサブメニューを選択す
る図 16。

注注注 この画面では、単位の選択、言語、バックライト、
コントラスト、メニューの保護、暗証番号PIN、音声
ミュートの設定ができます。

単単単位位位系系系ををを変変変更更更すすするるる

1. ボタン 1 と 2 で単位オプション間の移動図 17。

g191891

図図図 17

2. ボタン 4 で ヤードポンド、ターフ慣用、 SI国際
単位間の移動図 17。
• Englishヤヤヤーーードドドポポポンンンドドド系系系: マイル毎時、ガロ
ン、エーカー

• Turfタタターーーフフフ慣慣慣用用用系系系: マイル毎時、ガロン、
1000 ft²

• SI メメメーーートトトルルル系系系: キロメートル毎時、リットル、
ヘクタール

注注注単位系を変更すると、タンク容量、レート1、
レート2の設定は消去されます。

3. ボタン5を押すと設定を保存して単位画面を終了
し、設定画面に戻る図 17。

表表表示示示言言言語語語ののの設設設定定定方方方法法法

1. ボタン 1 と 2 で言語オプション間の移動図 18。

g191895

図図図 18

2. ボタン 4 は言語の入力図 18。
3. ボタン 1 と 2 を使用して、インフォセンターで表示

に使用する言語を選択する図 19。

g191892

図図図 19

4. ボタン 4 で言語を決定図 19。
5. ボタン5を押すと設定を保存して言語画面を終了

し、表示画面に戻る図 19。
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バババッッックククララライイイトトトとととコココンンントトトラララススストトトののの設設設定定定

1. ボタン 1 と 2 でバックライトまたはコントラストオプ
ション間の移動図 20。

g191898

g191899

図図図 20

2. ボタン 4 でバックライトまたはコントラストの入力
図 20。

3. ボタン 3 と 4 で、バックライトまたはコントラスト
を希望の値に設定する図 20。

注注注バックライトやコントラストの値を変更すると、
インフォセンターのバックライトやコントラストがこ
れに対応して変化します。

4. ボタン5を押すと設定を保存してバックライトま
たはコントラスト画面を終了し、設定画面に戻
る図 20。

メメメニニニュュューーーののの保保保護護護ののの設設設定定定

注注注関連情報については PIN設定の変更— PIN設定サ
ブメニューへのアクセス (ページ 10)を参照してください。
1. ボタン 1 と 2 で保護メニューオプション間の移
動図 21。

g191896

図図図 21

2. ボタン 4 で保護メニューの入力図 21。
3. ボタン 1 と 2 を使用して、PIN コード保護を変更

したいオプションを選択する図 22。

g191893

図図図 22

4. ボタン 4 を押して選択を決定する図 22。
5. PIN コード保護を変更したいオプションが他にもあ

れば、ステップ3 と 4を繰り返して選択する。
6. ボタン5を押すと設定を保存して保護メニュー画面

を終了し、表示画面に戻る図 22。
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PIN 設設設定定定ののの変変変更更更— PIN 設設設定定定サササブブブメメメニニニュュューーーへへへののの
アアアクククセセセススス

1. 表示画面のボタン 1 と 2 でPIN設定オプション
間の移動図 23。

g034290

図図図 23

2. ボタン 4 を押してPIN 設定サブメニューを選択
図 23。

3. ボタン14で、PIN を入力する。PINの入力ができ
たら、ボタン 5 を押す図 24。
注注注 ボタンを押すごとに、その PIN 桁の数値が
増加します。

g034292

図図図 24

1. 第1けた 4. 第4けた
2. 第2けた 5. PIN を入力
3. 第3けた

PINののの変変変更更更— PIN入入入力力力ををを要要要求求求すすするるるかかかどどどうううかかかののの設設設定定定
1. ボタン 1 と 2 でピン入力オプション間の移動図

25。

g034291

図図図 25

2. ボタン4を押してピン入力要求をON または OFF
に設定する図 25。

3. ボタン5を押すと設定を保存してPIN設定画面を
終了し、表示画面に戻る。

PINののの変変変更更更— PIN コココーーードドドののの変変変更更更
1. ボタン 1 と 2 でピン変更オプション間の移動図

26。

g034303

図図図 26

2. ボタン 4 でピン変更の入力図 26。
3. ボタン14で、PIN を入力する。PINの入力ができ

たら、ボタン 5 を押す図 24。
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注注注 ボタンを押すごとに、その PIN 桁の数値が
増加します。

4. PIN入力画面で、ボタン 14 を使って現在の PIN
を入力し、入力が完了したらボタン 5 を押す図
24。

注注注 出荷時に設定されている デデデフフフォォォルルルトトト PIN は
1234です。

g034306

図図図 27

1. 第1けた 4. 第4けた
2. 第2けた 5. PIN を入力
3. 第3けた

5. 新 PIN 入力画面で、ボタン14を使って新しい
PIN コードを入力する。PINの入力ができたら、
ボタン 5 を押す図 28。

g034307

図図図 28

1. 第1けた 4. 第4けた
2. 第2けた 5. PIN を入力
3. 第3けた

6. 確認画面で、ボタン14を使って新しい PIN コード
をもう一度入力する。PINの入力ができたら、ボ
タン 5 を押す図 29。

g034308

図図図 29

1. 第1けた 4. 第4けた
2. 第2けた 5. PIN を入力
3. 第3けた

注注注 PIN コード設定の承認図 29の後、PIN修正
Pin Correct画面が約 5秒間表示されます。
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音音音声声声イイインンンジジジケケケーーータタタののの消消消音音音設設設定定定

注注注音声ミュートは、インフォセンターの音声を消すだけ
で、マシンの音声機能は消音設定されません。

1. ボタン 1 と 2でミュートオプション間の移動図 30。

g191890

図図図 30

2. ボタン4を押して音声をON または OFF に設定
する図 31。

g191889

図図図 31

3. ボタン5を押すと設定を保存してミュート画面を終
了し、設定画面に戻る図 31。

ブブブーーームムム長長長さささののの設設設定定定

ブーム幅各ブームの長さは製造時に設定されていま
す。

1. 表示画面からボタン 2 を何度か押してBOOM
WIDTHを選択する図 32。

g191711

図図図 32

2. ボタン 4 でブーム長さの入力図 32。
3. ボタン 2 で、設定を変更したいブームを選択図

33。

g224287

図図図 33

4. ボタン 3 と 4 を使ってブームの値を変更する図
33。

5. ボタン5を押すと設定を保存してブーム長さ設定
画面を終了し、設定画面に戻る図 33。

デデデフフフォォォルルルトトト設設設定定定ににに戻戻戻すすす
1. 設定画面からボタン 2 を何度か押してRESET

DEFAULTSを選択する図 34。
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g191706

図図図 34

2. ボタン 4 でRESET DEFAULTSを確定図 34。
3. ボタン 1 と 2 を使って以下のうちからリセットした

い項目を選択する

• ディスプレイ

• 流量の基本設定

• 速度の基本設定

• その他すべて

g191707

図図図 35

4. ボタン 4 で選択した項目をリセット図 35。
5. 他にもリセットしたい項目があれば、ステップ3

と 4を繰り返す図 35。
6. ボタン5を押すと設定を保存してデフォルトにリセッ

ト設定画面を終了し、設定画面に戻る図 35。

ジジジオオオリリリンンンクククののの設設設定定定
1. 設定画面からボタン 1 または 2 を何度か押して

GEOLINKを選択する図 36。

g191703

図図図 36

2. ボタン 4 で GeoLink画面に入る図 36。
3. GeoLink メニューでボタン4を押して YES または

NO選び、ボタン 5 を押すと設定が保存されてメ
ニューが終了する図 37。

注注注 ジオリンク設定は、ジオリンクを装備している
マシンでのみ行ってください。

g191701

g191700

図図図 37
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4. キーを OFF位置にし、もう一度ONにする図 37。

g191705

図図図 38

5. ボタン5を押すと設定を保存してジオリンク画面を
終了し、設定画面に戻る図 38。

スススプププレレレーーーヤヤヤのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョ
ンンン設設設定定定ののの補補補正正正
投投投下下下水水水量量量モモモーーードドド
注注注手動散布モードのためのスプレーヤのキャリブレー
ションについては、オペレーターズマニュアルの「ブー
ムバイパスバルブの設定」を参照してください。

1. 液剤タンクがきれいであることを確認するオペ
レーターズマニュアルの「スプレーヤの洗浄」を
参照。

2. キャリブレーション画面へ行くには、メインメニュー
ででボタン 1または 2を何度か押してCALIBRATION
へ移動します図 39。

g192024

図図図 39

3. ボタン 4を押してキャリブレーションのサブメニュー
を選択する図 39。
注注注 この画面では、フローメータの入力キャリブ
レーション、速度センサーの入力キャリブレーショ

ン、速度テストの実施、キャリブレーションデータ
の手動入力ができます。

流流流量量量ののの基基基本本本設設設定定定
用用用意意意すすするるるももものののノズルの流量によって以下の精度の目盛
付き容器を用意する

• 1.5 Lpm以下のノズル10 mlの精度まで測れる目盛
のついている容器が望ましい。

• 1.9 Lpm以上のノズル20 mlの精度まで測れる目盛
のついている容器が望ましい。

重重重要要要全全全部部部のののノノノズズズルルルををを交交交換換換すすするるるごごごととと、、、散散散布布布用用用のののアアアクククテテティィィ
ブブブ下下下向向向きききのののノノノズズズルルルををを変変変更更更すすするるるごごごととと、、、フフフロロローーーメメメーーータタタををを交交交換換換
まままたたたははは洗洗洗浄浄浄しししたたたととときききははは、、、3本本本のののブブブーーームムムのののキキキャャャリリリブブブレレレーーー
シシショョョンンンををを行行行ううう。。。摩摩摩耗耗耗しししたたたノノノズズズルルル数数数個個個ををを交交交換換換しししたたた場場場合合合ににに
ももも、、、こここののの 3ブブブーーームムムキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンををを行行行うううここことととががが必必必要要要。。。

注注注 このキャリブレーションを正確に行うためには、
キャッチテストを正確に行うことが必要です。各段階で
の不正確さが重なると、薬剤の撒きすぎや撒き足ら
ずという結果になります。

どどどのののタタタイイイプププののの流流流量量量キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンををを行行行うううかかかををを
決決決めめめるるる

最もよく行うタイプの液剤散布はどれかをブーム表で
探し出し、それに最も適した流量キャリブレーション
を選択します。

注注注流量のキャリブレーションは 3 タイプあります

ブブブーーームムム表表表

3 ブブブーーームムムキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンををを行行行ううう

スプレーヤのブーム
数は 3

Yes

ブブブーーームムム 2本本本ででで散散散布布布すすす
るるる時時時もももあああるるる

2 ブブブーーームムムキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンををを行行行ううう

左と中央のブームま
たは

はい い
い
え

右と中央のブームま
たは

Yes い
い
え

左右のブーム Yes No

ブブブーーームムム 1本本本ででで散散散布布布すすす
るるる時時時もももあああるるる

1 ブブブーーームムムキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンををを行行行ううう

左ブームしか使わな
いまたは

Yes No

中央ブームしか使わ
ないまたは

Yes No

右ブームしか使わな
い

Yes No
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3 ブブブーーームムムキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン流量範囲の異なるノズルに
変更した場合には必ずこの 3 ブームキャリブレーショ
ンを行います。

注注注 2 ブームキャリブレーションや 1 ブームキャリブレー
ションを行わずに 2 ブームや 1 ブームでの散布を行っ
た場合には、3 ブームキャリブレーションの値を使用
して制御が行われます。

2 ブブブーーームムムキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンオオオプププシシショョョンンンブーム2本のみで
散布することが多い場合に、使用するブーム左ブーム
とセンターブームのみ右ブームとセンターブームのみ左
右のブームのみの組だけのキャリブレーションを行いま
す。この 2 ブームキャリブレーションは、3 ブームキャ
リブレーションを行った後に行います。

注注注 この 2 ブームキャリブレーションの結果は、3本の
ブームのうちのいいいずずずれれれののの 2本を組み合わせて使用した
場合にも使用されます。

注注注 この 2 ブームキャリブレーションは、特定の1組の
ブームに対してのみ行うことが可能です。ですから一
番使用頻度の高いブーム 2本を使用して行ってくださ
い。左ブーム中央ブームで散布する場合も、右ブー
ム中央ブームで散布する場合も、散布システムは、
ひとつの 2 ブームキャリブレーションのデータを使用し
て制御を行います。

1 ブブブーーームムムキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンオオオプププシシショョョンンンブーム1本のみで
散布することが多い場合に、使用するブーム左ブーの
み右ブームのみセンターブームのみのキャリブレーショ
ンを行います。このキャリブレーションは任意であり、3
ブームキャリブレーションと 2 ブームキャリブレーション
を行った後に行います。

注注注 この 1 ブームキャリブレーションは、3本のブームの
うち特定の1本のブームに対してのみ行うことが可能で
す。ですから、一番使用頻度の高いブームで行ってく
ださい。センターブーム、左右ブームを問わず、1ブー
ムだけでの散布が行われるときには、1 ブームキャリ
ブレーションの値が使用されます。

流流流量量量テテテススストトトののの準準準備備備

1. 散布に使用するノズルが選択されているブームか
ら下向きことを確認する図 40。

重重重要要要使使使用用用すすするるるノノノズズズルルルはははすすすべべべててて同同同じじじ色色色のののももものののでででななな
けけけれれればばばななならららななないいい。。。

注注注 また、それらのノズルがすべて同程度の摩耗
状態であることが最も望ましい。

g192604

図図図 40

1. ノズル不使用位置 2. ノズル使用アクティブ位置

2. キャリブレーションサブメニューのボタン 1 と 2 で
FLOW オプション間の移動図 41。

g192583

図図図 41

3. ボタン 4 を押して Flow calibration を決定する
図 41。

4. 液剤タンクに少なくとも半分600 リットルの真水
を入れる図 42。

注注注流量キャリブレーションをキャンセルする場合
はボタン 5 を押します。キャンセルすると、キャ
ンセルされましたという確認表示が出ます。
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g192582

図図図 42

5. 駐車ブレーキを掛ける図 42。
6. エンジンを掛け、左右のブームを降下させる。

7. ポンプスイッチを ON位置にする図 43。

g192636

図図図 43

1. 散布ポンプスイッチ 3. スロットル

2. 撹拌スイッチ

8. スロットルレバーを高速位置にし図 43そのまま
10 分間待つ。

重重重要要要実実実測測測ははは、、、油油油圧圧圧シシシススステテテムムムががが通通通常常常ののの作作作動動動温温温度度度
ににになななるるるのののををを待待待っっっててて行行行ううう必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

実実実測測測テテテススストトトののの準準準備備備

1. ボタン2を押して次のステップへ進む図 42。
2. ボタン 3 と 4 で、以下のようにしてアクティブ位置

にあるノズルを指定する

• マシンに装着しているノズルの色が、図 44
に掲載されている流量に一致している場合

は、実際に散布位置に配置されているノズ
ルの色を選ぶ。

• マシンに装着しているノズルの色が、掲載さ
れている流量に一致しししててていいいななないいい場場場合合合は、図 44
から選ばずに、実際に散布位置に配置されて
いるノズルの流量GPMまたはLPMを選ぶ。

g192605

図図図 44

3. ボタン2を押して次のステップへ進む図 44。
4. スプレーヤのモードスイッチを手動にセットする
図 45。
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g192606

g192608

図図図 45

1. 手動モード位置 2. 散布モード選択スイッチ

5. 個別ブームバイパス停止バルブのノブを「閉」
位置にする図 45。

g192607

図図図 46

1. 個別ブームバイパス停止バルブ閉位置

6. 攪拌スイッチを OFF 位置にし、スロットルを高
速にする図 43。

7. ボタン2を押して次のステップへ進む図 45。

実実実測測測テテテススストトトのののたたためめめのののブブブーーームムムののの準準準備備備

1. 以下の手順で個別ブームスイッチをセットする

注注注流量テストの準備 (ページ 15)を参照。
• 3 ブブブーーームムムキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンを行う場合は、
左右のそれぞれのブームと中央のブームス
イッチを ON にする。

重重重要要要 こここのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンははは必必必ずずず行行行ううう必必必
要要要がががああありりりままますすす。。。

• どのタイプの流量キャリブレーションを行う
かを決める (ページ 14)2 ブームキャリブレー
ションを行う場合は、2 つのブームスイッチ
を ON にする。

注注注 このキャリブレーションは任意であり、
3 ブームキャリブレーションを行った後に行
います。

• どのタイプの流量キャリブレーションを行う
かを決める (ページ 14)1 ブームキャリブレー
ションを行う場合は、左、右、または中央の
スッチを ON にする。

注注注 このキャリブレーションは任意であり、3
ブームキャリブレーションと 2 ブームキャリブ
レーションを行った後に行います。
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g192867

g192944

図図図 47

1. 左ブームスイッチ 3. 右ブームスイッチ
2. 中央ブームスイッチ 4. マスターブームスイッチ

2. ボタン2を押して次のステップへ進む図 47。
3. Repeat the Following Test「以下の試験を繰り
返す」画面で、ボタン 2 を押してブームからの
キャッチテストを行う図 48。

g192945

図図図 48

ブブブーーームムム流流流量量量実実実測測測テテテススストトトををを行行行ううう

注注注正確な目盛付きの容器を用意する。

1. マスターブームスイッチを ONにセットする図 47。
2. レートスイッチを使って、水圧を調整して約

2.76 bar40 psiにする図 49を参照。

g192699

図図図 49

1. 散布装置の水圧計 2. 投下水量レートスイッチ

3. マスターブームスイッチを OFF にセットする図
47。

4. テスト内容確認画面で、ブームの数、ノズルの
色を確認し、問題なければボタン 3 を押してテ
ストを開始する図 50。

注注注 ボタンを押してから14 秒後に散布動作が始
まるので、その間に車両後部へ行って容器を手
に持ち、ノズルの下に当てるようにすればよい
でしょう。
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g192976

図図図 50

注注注 システムが自動的にブームバルブを開いて、
選択したブームすべてから散布が行われ、所定
時間後、システムが自動的に各バルブを閉じて
テストが終了します。

5. 車両から散布されている間ずっと、ひとつのノズ
ルから散布される水を回収する図 51。

g193177

図図図 51

6. 目盛付き容器を水平な場所において回収され
た水量を調べる図 52

重重重要要要目目目盛盛盛付付付ききき容容容器器器ででで水水水量量量ををを測測測るるる時時時ははは必必必ずずず容容容器器器ををを
水水水平平平ななな場場場所所所にににおおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要目目目盛盛盛付付付ききき容容容器器器ででで水水水量量量ををを読読読みみみ取取取るるる時時時ははは、、、湾湾湾
曲曲曲しししててていいいるるる水水水面面面ののの一一一番番番低低低いいい場場場所所所ででで読読読みみみ取取取っっっててて
くくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 ちちちょょょっっっとととしししたたた目目目盛盛盛ののの読読読みみみ取取取りりり誤誤誤差差差ががが、、、結結結果果果
ををを大大大きききくくく左左左右右右しししままますすす。。。

g193416

図図図 52

1. 湾曲している水面の一番
高い位置ここで読読読みみみ取取取らららななな
いいいこと

3. 平らな床面

2. 湾曲している水面の一番低
い位置ここで読読読みみみ取取取るるること

7. 実際に容器にたまった水量と、インフォセンター
の画面に表示されている目標値を比べる図 52。

注注注 実際に容器にたまった水量と、インフォセン
ターの画面に表示されている目標値との差が ±
7.4 ml以内であれば合格です。

8. 目盛付き容器で計測した水量が目標値よりも
7.4 ml以上多い、または 7.4 ml以上少ない場合
には、以下のうちのどちらかを実施する

• 実際に容器にたまった水量と、インフォセン
ターの画面に表示されている目標値との差が
± 7.4 ml異常の場合は、ボタン 2 を押す。

• 容器に入った水量が少なすぎる場合は、レー
トスイッチで少し水圧を上げて次のステップ
へ進む。

• 容器に入った水量が多すぎる場合は、レー
トスイッチで少し水圧を下げて次のステップ
へ進む。

9. 実際に容器にたまった水量と、インフォセンター
の画面に表示されている目標値との差が ±7.4 ml
以内になるまで、ステップ 4~8を繰り返し行う。
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10. ボタン 2 を押して キャリブレーション計算を行う
(ページ 20)へ進む。

キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン計計計算算算ををを行行行ううう

1. マスターブームスイッチを ONにセットする図 53。

g192853

図図図 53

2. ボタン 2 を押すキャリブレーションの計算が始
まる図 53。

注注注 インフォセンターの画面には、キャリブレーショ
ンが進行中という表示が出ます図 54。

注注注 マシンがキャリブレーションの計算を行ってい
る間、ブームからの散布が 3分間行われます。

g192852

図図図 54

キャリブレーションが終了すると以下のメッセー
ジのうちのひとつが表示される

• キャリブレーションが成功しましたというメッ
セージ図 55。

g192866

図図図 55

• キャリブレーションに失敗しましたというメッ
セージ図 56。

g192865

図図図 56

キャリブレーションの値が範囲外の場合図
57は、代理店に連絡するか、エラーメッセー
ジの内容を確認してもういちどキャリブレーショ
ンを行う実測テストの準備 (ページ 16)、 ブー
ム流量実測テストを行う (ページ 18)および
キャリブレーション計算を行う (ページ 20)。
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g192864

図図図 57

3. ボタン 5 を押して速度のキャリブレーション画面終
了する図 55、図 56および図 57。

4. スロットルを アイドル位置にし、エンジンを停止
してキーを抜き取る。

2 ブブブーーームムムキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンををを行行行ううう
3 ブームキャリブレーションが終了すると、インフォセン
ターが、オプションの 2 ブームキャリブレーションを行う
ように指示する図 58ので、以下のうちのひとつを行う

g192943

図図図 58

• 2ブームキャリブレーションを行わない場合には、ボ
タン 5を押してキャリブレーション画面に戻る図 58。

• ボタン 2 を押して実測テストのためのブームの準備
(ページ 17)のキャリブレーションステップへ進む。

注注注 テストしたいブームの個別ブームスイッチ図
38のみを ON にセットします どのタイプの流量キャ
リブレーションを行うかを決める (ページ 14)で調
べたブーム。

1 ブブブーーームムムキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンををを行行行ううう
3 ブームキャリブレーションと 2 ブームキャリブレーショ
ンが終了すると、インフォセンターが、オプションの 1

ブームキャリブレーションを行うように指示する図 59の
で、以下のうちのひとつを行う

g192942

図図図 59

• 1ブームキャリブレーションを行わない場合には、ボ
タン 5を押してキャリブレーション画面に戻る図 59。

• ボタン 2 を押して実測テストのためのブームの準備
(ページ 17)のキャリブレーションステップへ進む。

注注注 テストしたいブームの個別ブームスイッチ図
38のみを ON にセットします どのタイプの流量キャ
リブレーションを行うかを決める (ページ 14)で調
べたブーム。

速速速度度度ののの基基基本本本設設設定定定

速速速度度度キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンののの準準準備備備

1. キャリブレーションサブメニューのボタン 1 と 2 で
SPEED オプション間の移動図 60。

g192290

図図図 60

2. ボタン 4 を押して速度のキャリブレーションを決定
する図 60。

3. 液剤タンクに少なくとも半分600 リットルの真水
を入れる図 61。
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g192303

図図図 61

注注注キャンセルする場合にはボタン 5 を押します。
キャンセルすると、キャンセルされましたという確
認表示が出ます。

g192423

図図図 62

4. ボタン2を押して次のステップへ進む図 61。
5. テスト場所ターフ上にスタートラインを引く図 63。

g192333

図図図 63

6. 適当な距離計を使って、45 - 152 mの距離を測
り取るこの距離を以下に記録しておく図 64。

g192349

図図図 64

注注注 この距離が 92 - 152 m であると、より良い
結果を期待できます。

距離の値を入力する

7. テスト場所ターフ上にゴールラインを引く図 33。
8. ボタン 2 を押して次のステップへ進む図 64。
9. インフォセンターに入力した値を変更したい場合

は、ボタン 3 と 4 で変更し、その後にボタン 2 を
押す図 65。

g192348

図図図 65

1. 入力された距離の値

速速速度度度のののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンンををを行行行ううう

1. 車両の前輪をスタートラインに合わせる。

2. センターコンソールで、ブームバルブが3つとも
OFF になっていることを確認する。
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g192356

g192354

図図図 66

1. 左ブームスイッチ 3. 右ブームスイッチ
2. 中央ブームスイッチ

3. インフォセンターのボタン 2 を押し、ゴールライン
まで車両を運転する図 66と図 63)。

注注注車両が進むにつれて距離が測定され、その
値が増加します。

4. 前輪の前端がゴールラインに到達した時点でボタ
ン 2 を押すDONE図 67。

注注注実測値と入力値とが一致しない場合、散布シ
ステムのコンピュータは自動的に実測値を修正
します。

g192380

図図図 67

1. 実測された距離の値 2. 入力された距離の値

• 速度のキャリブレーションが成功しましたとい
うメッセージ図 68。

g192425

図図図 68

• 速度のキャリブレーションが不成功でしたとい
うメッセージ図 69。

注注注ボタン 5 を押して速度のキャリブレーション
画面を終了してください。

注注注キャリブレーションの値が範囲外の場合図
69は、代理店に連絡するか、エラーメッセー
ジの内容を確認してもういちどキャリブレーショ
ンの手順を行う速度キャリブレーションの準備
(ページ 21)、および速度のキャリブレーショ
ンを行う (ページ 22)。
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g192424

図図図 69

5. ボタン 5 を押して速度のキャリブレーション画面
を終了する図 68または図 69。

6. スロットルレバーを低速位置にセットし、エンジ
ンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キーを抜き
取る。

Test Speed
テスト速度は、散布シミュレーション用の走行速度の
ことで、車両を停止させたままで以下のテストを行う
ことができます

• ブームバイパスバルブ手動散布モードをセットす
る車両のオペレーターズマニュアルを参照。

• 投下水量モードで実測テストを行う。

注注注駐車ブレーキを解除したり、車両を走行させたりする
と、インフォセンターはシミュレーションを解除します。

テテテススストトト速速速度度度ををを使使使っっっててて

1. キャリブレーションサブメニューのボタン 1 と 2 で
TEST SPEED オプション間の移動図 70。

g193668

図図図 70

2. ボタン 4 を押してSPEEDのキャリブレーションを
決定する図 70。

3. ボタン 1 と 2 でSPEEDオプション間の移動図 71。

g193671

図図図 71

4. ボタン 3 と 4で、テスト速度の増減を行う図 71。
5. ボタン 1 と 2 でON/OFFオプション間の移動図

72。

g193669

g193670

図図図 72

6. ボタン4を押してテスト速度シミュレーションをON
またはOFFにする図 72。

7. ボタン5を押すと設定を保存してTEST SPEED設定
画面を終了し、CALIBRATE画面に戻る図 72。

24
 



手手手動動動キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン入入入力力力にににつつついいいててて

この画面で、キャリブレーションの値3 ブーム、2ブー
ム、1 ブームおよび速度を見ることができます。

重重重要要要 ここここここににに表表表示示示ささされれれるるる係係係数数数ががが、、、フフフロロローーー計計計算算算ややや速速速度度度コココンンン
トトトロロローーールルルににに使使使わわわれれれままますすす。。。こここれれれらららののの数数数値値値ははは変変変更更更しししななないいいこここ
ととと。。。流流流量量量ののの基基基本本本設設設定定定 (ペペペーーージジジ 14) おおおよよよびびび速速速度度度ののの基基基本本本
設設設定定定 (ペペペーーージジジ 21) ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。
1. CALIBRATEサブメニューのボタン 1 と 2 で MANUAL

CAL ENTRY手動キャリブレーション入力オプション
間の移動図 73。

g193322

図図図 73

2. ボタン 4 を押して速度のキャリブレーションを決定
する図 73。

3. ボタン 1 と 2 でブームの流量boom flowまたは速
度speedのオプションを選択図 74。

g193543

g193544

図図図 74

4. ボタン 3 と 4 で係数の変更図 74。
5. ボタン5を押すと変更を保存してMANUAL CAL ENTRY
画面を終了し、CALIBRATE画面に戻る図 74。

運運運転転転中中中ににに

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーののの散散散布布布面面面積積積
表表表示示示画画画面面面
以下の情報を見るには、散布面積表示画面を利用
します

• 散布済み面積 USエーカー、SIヘクタール、TU
1000 ft2

• 散布総量米国ガロンまたはリットル

総総総面面面積積積Total Area画画画面面面ののの使使使いいい方方方
• 合計面積Total Area画面では、総合計面積と散布
量を最後にリセットした時点から現在までに散布した
総合計面積と散布量が表示されます。
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• 合計面積画面を使って、それぞれのサブエリアの
面積およびそこに散布された液剤の量を把握す
ることができます。

• 総面積と総散布量の数値は、リセットするまで積算
され続けます。右ボタンを長押しすると総面積と総
散布量の数値がリセットされます。

重重重要要要総総総面面面積積積ととと総総総散散散布布布量量量ののの画画画面面面ででで総総総面面面積積積ととと薬薬薬剤剤剤総総総
量量量をををリリリセセセッッットトトすすするるるととと、、、表表表示示示中中中、、、非非非表表表示示示中中中ををを含含含めめめててて全全全
部部部のののサササブブブエエエリリリアアアのののデデデーーータタタももも消消消去去去ささされれれままますすす。。。

1. ホーム画面で、任意のボタンを長押しするとメイ
ンメニューが表示される図 75と図 76。

g194882

図図図 75

2. ボタン2を押して総面積Total Area画面へ行く図
76。

g194884

図図図 76
総面積画面

1. 散布総面積のアイコン 5. 区画別面積画面を見る
2. 散布総面積エーカー 6. 散布総量米国ガロン
3. ホーム画面に戻る 7. 散布総面積と散布総量を

リセット

4. 総面積画面を見る 8. Exit終了

3. インフォセンターのボタン図 76を使って以下を
行います

• ボタン 1 を押すとホーム画面に戻る。
• ボタン 2 を押すと総面積画面をナビゲートでき
る。

• ボタン 4 を押すと総面積と総散布量の数値が
リセットされる。

• ボタン 5 を押すとメニューバーを終了する。

サササブブブエエエリリリアアアSub-Area画画画面面面ののの使使使いいい方方方
• 散布区域ごとにサブエリアを設定しておくと便利で
す。全部で20個のサブエリアを設定可能です。

• あらかじめサブエリアを決めておくと、サブエリア
画面を使って、それぞれのサブエリアの面積およ
びそこに散布された液剤の量を把握することがで
きます。

• サブエリアでは、そのエリアが選択状態のときに散
布面積と散布量の積算を行います。これらの値はリ
セットされるまで積算、保持されます。総面積画面
でボタン 4 を長押しすると、サブエリアのリセットま
たは総面積と総散布量のリセットになります。

注注注総面積と総散布量の画面で総面積と薬剤総量を
リセットすると、表示中、非表示中を含めて全部の
サブエリアの データも消去されます。

注注注 サブエリアの散布積算面積と積算散布量をリ
セットすると、これらの値はスプレーヤの散布総
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面積および散布総量の値から減算されますからご
注意ください。

• 別のサブエリアをアクティブにしたい場合は、イン
フォセンターのボタン 3 と 4 を押します。

重重重要要要サササブブブエエエリリリアアアのののアアアイイイコココンンンののの下下下のののボボボッッックククスススににに表表表示示示さささ
れれれるるる番番番号号号ははは、、、現現現在在在アアアクククテテティィィブブブなななサササブブブエエエリリリアアアでででああありりり、、、
ここここここののの面面面積積積ととと液液液量量量のののデデデーーータタタががが収収収集集集ささされれれままますすす。。。

• 現在アクティブ選択された状態のサブエリアに、散
布面積と散布量の数値が記録されており、それら
のデータが不要である場合には、その情報を消去
してください。

1. サブエリアSub-Areaメニューへのアクセス方法

g194883

図図図 77
サブエリア区画別面積画面

1. サブエリアのアイコン 6. 次の区画を選ぶ
2. 現在選択中の区画 7. この区画で散布済みの量

米国ガロン

3. この区画で散布済みの面
積エーカー

8. 前の区画を選ぶボタン長押
しで現在の区画の散布面
積と水量をリセット

4. ホーム画面に戻る 9. 終了

5. 総面積画面を見る

• ホーム画面で、ボタン5を長押しするとメニュー
バーが現れますから、ボタン 2 で Sub-Area
区画別面積を選んでください図 77。

• ホーム画面で、ボタン5を長押しするとメニュー
バーが現れますから、ボタン 3 で Sub-Area
区画別面積を選んでください図 77。

2. インフォセンターのボタン図 77を使って以下を
行います

• ボタン 1 を押すとホーム画面に戻る。
• ボタン 2 を押すと総面積画面をナビゲートでき
る。

• ボタン 3 を押すとアクティブなサブエリアが
次の区画に変わる。

• ボタン 4 を押押押すすす長長長押押押ししししししななないいいとひとつ前のサブ
エリアに戻る。ボタン 4 を長長長押押押しししすすするるると、現在
の区画の散布面積と水量をリセット。

• ボタン 5 を押すとメニューバーを終了する。
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イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーががが表表表示示示すすするるるアアアドドドバババイイイススス
運転操作が不完全な場合などに、インフォセンターの画面にアドバイスが表示されます。たとえば、走行ペダ
ルを踏み込んだ状態でエンジンを始動させようとした場合には、走行ペダルを ニュートラル位置にしてください
という表示が出ます。

どのアドバイスの場合も、現在の状態始動拒否、エンジン強制停止など、アドバイス番号数字、対処法アドバイ
スが表示された理由、説明文による説明が、図 78のように表示されます。

g034318

図図図 78

1. 表示された説明 3. 何かのキーを押せば画面がクリアされます
2. アドバイス番号

注注注 アドバイスは不具合としては記録されません。

注注注 インフォセンターのどのキーでも押せば、表示は消えます。

各アドバイスは以下の表の通りです

アアアドドドバババイイイススス

作作作業業業内内内容容容 コココーーードドド 対対対処処処法法法 表表表示示示文文文

始動が阻止されました 2 ポンプスイッチがONです 始動するにはポンプをOFFにし
てください

始動が阻止されました 3 ニュートラルにありません 始動するには走行ペダルを
ニュートラルにしてください

始動が阻止されました 4 着席していません 始動するには、着席するか駐車
ブレーキを掛けてください

始動が阻止されました 5 時間切れです 始動するには、少し休んでくだ
さい

始動が阻止されました 6 すすぎポンプがONです 始動するにはすすぎポンプを
OFFにしてください

エンジンが停止されました 102 着席していません オペレータ不在のためエンジン
を停止しました

エンジンが停止されました 103 駐車ブレーキがONです 駐車ブレーキが解除されていな
いのでエンジンを停止しました

ポンプの始動が阻止されました 202 ブームがONです ポンプを始動するにはブームを
OFFにしてください

ポンプの始動が阻止されました 203 着席しておらず駐車ブレーキが
OFFです

ポンプを始動するには、着席
するか駐車ブレーキを掛けてく
ださい
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アアアドドドバババイイイススス (cont'd.)

作作作業業業内内内容容容 コココーーードドド 対対対処処処法法法 表表表示示示文文文

ポンプの始動が阻止されました 204 車両停止中にポンプを始動しよ
うとしました

ポンプを始動するには車両を起
動してください

ポンプの始動が阻止されました 205 エンジン始動中 ポンプを始動するにはエンジン
クランキングを停止してください

ポンプが停止されました 206 着席していません ポンプを始動するには着席して
ください

運転が阻止されました 302 運転中に駐車ブレーキが掛けら
れました

走行するには駐車ブレーキを解
除してください

タンクの状態 402 タンク残量わずかです タンクの状態、残量わずか

タンクの状態 403 すすぎポンプがONです タンクの状態、すすぎポンプが
ON

パラメータの値 502 入力された数値が不適切です パラメータの値、不適切です

パラメータの値 503 許容範囲外の値です パラメータの値、不適切なので
デフォルトを使用しました

ブームがOFFです 802 速度が落ちました ブームがOFFか、停止したか、
走行速度が遅すぎ

ジオリンクの構成 902 ジオリンクコントローラのトラブル ジオリンクの構成、ジオリンクコ
ントローラを点検してください

ジオリンクの構成 903 インフォセンターの設定 ジオリンクの構成、インフォセン
ターの設定を点検してください

フローメータの流量 1002 流量信号がありません フローメータ、フローが検出さ
れません

ニュートラルスイッチ 1102 ニュートラルスイッチの信号 ニュートラルスイッチ、ニュート
ラル位置なのに走行しています

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーににに表表表示示示ささされれれるるる故故故障障障コココーーードドド
電子電気系やコンピュータシステムに異常が発見されると、インフォセンターに不具合コードが表示されます。例え
ば、TEC コントローラのヒューズが飛んだ場合には、1 という不具合コードが表示されます。各不具合コードの意
味と対処方法については、以下の表をご覧ください。

不不不具具具合合合コココーーードドド一一一覧覧覧表表表

不不不具具具合合合コココーーードドド 影影影響響響ををを受受受けけけるるる機機機器器器やややシシシススステテテムムム 内内内容容容 推推推奨奨奨ささされれれるるる対対対応応応

1 マスター Toro電子コントローラ
TEC

マスターコントローラに入出力す
る信号が規定レンジ外。

弊社の正規代理店に連絡する。

2 出力ヒューズ マスター TEC のヒューズが飛
んでいる。

ヒューズを交換オペレーターズ
マニュアルを参照。
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不不不具具具合合合コココーーードドド一一一覧覧覧表表表 (cont'd.)

不不不具具具合合合コココーーードドド 影影影響響響ををを受受受けけけるるる機機機器器器やややシシシススステテテムムム 内内内容容容 推推推奨奨奨ささされれれるるる対対対応応応

3 主電源リレーの不良 主電源リレーから電源が供給さ
れていない。

4 充電システムの故障 オルタネータの電圧が高すぎま
たは低すぎ

14 ソフトウェアのバージョン不一致 ソフトウェアのバージョンが一致
しない。

17 スタータのタイムアウト スタータの作動時間が規定時間
を超えた。

18 走行ペダルのニュートラルスイッ
チ

走行ペダルのスイッチが実速度
と一致していない。

弊社の正規代理店に連絡する。

19 フローメータの流量 散布時にフローメータからの信
号が来ない。

手動モードで散布する弊社の正
規代理店に連絡する。

41 スプレーヤのポンプコントロー
ルバルブ

TEC コントローラの電気的トラ
ブル

弊社の正規代理店に連絡する。
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保保保守守守

整整整備備備Service画画画面面面
1. SERVICE画面へ行くには、メインメニューででボタ

ン2を何度か押します図 79 メインメニュー画面へ
のアクセス (ページ 3)を参照。

g192026

図図図 79

2. ボタン 4 を押してSERVICEのサブメニューを選択
する図 79。
この画面では時間と流量の確認ができます。

整整整備備備時時時間間間ををを見見見るるるにににははは
1. 整備画面からボタン 1 または 2 を何度か押して

HOURSを選択する図 80。

g192029

図図図 80

2. ボタン 4 で Hours画面に入る図 80。
3. 画面に表示されるカウンタの数値図 81から、以
下のことが分かる

g192028

図図図 81

• キースイッチがON位置にあった時間の合計。
• 次の整備までの残り時間。

• 散布用ポンプが作動していた時間の合計。

4. すべての時間情報をリセットするには、ボタン
3 を押す図 81。

5. ボタン5を押すと HOURS画面を終了し、整備画
面に戻る図 81。

流流流量量量ののの確確確認認認
散布用ポンプを作動させた状態で、フローメータが
測定している流量図 82を、以下の単位系で見ること
ができます

g192027

図図図 82

• ガロン毎分

• リットル毎分

ボタン5を押すと整備画面を終了し、メインメニュー画面
に戻る図 82。

診診診断断断Diagnostics画画画面面面
1. 診断画面へ行くには、メインメニューででボタン 1

または 2 を何度か押してDIAGNOSTICS診断オプ
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ションへ行きます図 83 メインメニュー画面へのア
クセス (ページ 3)を参照。

g192025

図図図 83

2. ボタン 4 を押して DIAGNOSTICSのサブメニューを
選択図 83。
この画面では、入力、出力、不具合情報の確
認が可能。

Input/Output レレレポポポーーートトト画画画面面面ののの見見見方方方
1. 整備画面から、ボタン 1または 2 を何度か押して

INPUT/OUTPUT を選択する図 84。

g192031

図図図 84

2. ボタン 3 で INPUT/OUTPUTへ入る図 84。
3. ボタン 1 と 2 で、散布システムの入力、出力、
状態情報を確認図 85。

g192033

図図図 85

4. ボタン 5 を押すと INPUT/OUTPUT画面を終了し、
診断画面に戻る図 84。

散散散布布布シシシススステテテムムムののの不不不具具具合合合記記記録録録ををを見見見るるるににに
ははは
1. 整備画面から、ボタン 1または 2 を何度か押して

FAULT VIEWER 不具合確認を選択する図 86。

g192030

図図図 86

2. ボタン 3 で FAULT VIEWERへ入る図 86。
3. 画面に表示される散布システムが検知した不具
合の記録を見る図 87。

注注注 これらの不具合が表示された場合には、弊社
正規代理店にご連絡ください。
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図図図 87

4. ボタン 5 を押すと FAULT VIEWER画面を終了し、
診断画面に戻る図 87。

About 画画画面面面
1. About画面へ行くには、メインメニューででボタ

ン 1 または 2 を何度か押してABOUTへ移動しま
す図 88。

g192023

図図図 88

2. ボタン 4 を押して About のサブメニューを選択
図 88。

g192034

図図図 89

3. ボタン 1 と 2 を使用して、TEC コントローラ情報
画面とインフォセンター情報画面を見る図 89。

4. ボタン 5 を押すと ABOUT画面を終了し、診断画
面に戻る図 87。
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